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第３節 １９８０～１９９０年代の学生の意識

本節では、学生の意識をみていきたい。しかしこのための意識調査を行ったわけで

もなく、また、もし行ったとしても、分かるのはやはり平均値的なものになってしま

う。したがって本節で論じる学生の意識は、限られた資料から構成されたものである

ことを最初に述べておきたい。

第１項 千葉大学への入学

図１―５―２１ａは、１９８５

年と１９８９年の『千葉大生

白書』で調査した学部・

学科の受験理由である。

これによると、学部・学

科の受験理由の１位は

「自分の好きな勉強がで

きそうだ」であった。と

くに１９８９年の１年生では

７３．０％がこれを理由にし

ている（１９８５年の２～４

年生は６５．６％、１９８９年の２～４年生は６６．３％）。

１９８５年の２～４年生では、これに「２次試験の科目が自分に有利だった」

（６０．３％）と「共通１次の自己採点から合格できそうだった」（５９．９％）がつづく。

しかし１９８９年の２～４年生になると、この２つは相対的に低くなっている（５１．６％と

４０．９％）。とくに１９８９年の１年生では後者は２～４年生と変わらないが（４１．４％）、前

者も４０％未満になっている（３９．９％）。

このような変化の原因は２つ考えられる。第１に入学者選抜方法の変化があげられ

る。１９８７年から、共通１次試験の試験科目が５教科７科目から５教科５科目に減っ

た。また同年に「連続方式」が導入され、受験者が２校あるいは３校を受験できるよ

うになった。これらのことから「輪切り」による受験体制がわずかではあるが緩和さ

図１―５―２１ａ 学部・学科の受験理由（単位：％）
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れたのであろう。

図１―５―２１ｂは、１９８５

年と１９８９年の『千葉大生

白書』で調査した、千葉

大生の合格の満足度であ

る。これによると、学生

の千葉大合格の満足度は

かなり高い。また親の満

足度は学生の満足度を上

まわっている。

１９８５年の「とても満

足」と「かなり満足」の合計は

５４．１％で「少し満足」と「全然

満足しない」の合計１６．６％を大

きく上まわっている。１９８９年で

はそれがさらに増加し、「とて

も満足」と「かなり満足」の合

計 は６５．０％、「少 し 満 足」と

「全然満足しない」の合計は

１０．９％であった。

親の満足度はさらに高く、

１９８５年では、「とても満

足」と「かなり満足」の

合計は６６．２％で「少し満

足」と「全然満足しな

い」の合計９．７％を大き

く上まわっている。１９８９

年ではそれがさらに増加

し、「と て も 満 足」と

「かなり満足」の合計は

７３．０％、「少し満足」と

「全然満足しない」の合

写真１―５―３ 合格者発表（教育学部１９９８年３月）

図１―５―２１ｃ 授業の満足度（単位：％）

図１―５―２１ｂ 合格の満足度（単位：％）
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計はわずか７．０％であった。

ところで、図１―５―２１ｃは、１９８５年と１９８９年の『千葉大生白書』で調査した、授業

の満足度である。合格の満足度は高かったが、授業の満足度は低く、しかも１９８５年よ

りも１９８９年のほうがより低くなっている。１９８５年の学部の授業では、「とても満足」

と「かなり満足」の合計が２９．８％であるのに対して、「あまり満足できない」と「全

然満足できない」の合計が２６．６％であった。それが１９８９年になると、「とても満足」

と「かなり満足」の合計が２４．３％に減り、「あまり満足できない」と「全然満足でき

ない」の合計が３４．０％に増えた。教養部の授業ではさらに満足度が低い。１９８５年で

は、「とても満足」と「かなり満足」の合計が１６．６％で学部より低く、「あまり満足で

きない」と「全然満足できない」の合計が５１．１％で学部より高かった。それが１９８９年

になると、「とても満足」と「かなり満足」の合計が８．６％に半減し、「あまり満足で

きない」と「全然満足できない」の合計が５３．５％に増えた。いずれにしても授業の満

足度は低くなっている。

ま た、図１―５―２１dは、１９８５

年と１９８９年の『千葉大生白書』

でしらべた、将来の定年時の地

位の予測である（男子学生の

み）。それによると、１９８５年で

は、平社員は８．７％、部長・課

長・係長といった管理職が

６３．４％、社長・専務・常務とい

った取締役が２７．８％であった。

１９８９年では、平社員が５．０％、

管理職が５２．７％と減少したのに

対して、取締役は４２．３％と増え

ていた。１９８９年といえば、「バ

ブル経済」の絶頂期であり、それが反映しているのであろうか。

以上のことをまとめると、つぎのようになる。学部・学科の受験理由は「自分の好

きな勉強ができそうだ」がもっとも多かった。千葉大合格の満足度はかなり高く、親

の満足度は学生の満足度を上まわっていた。しかし授業の満足度は低く、１９８５年より

も１９８９年のほうがより低くなっていた。ところが自分の将来像は、バブル経済の絶頂

期とはいえ、１９８５年よりも１９８９年の方が明るくなっていた。

図１―５―２１ｄ 将来像（内側：１９８５年／外側：１９８９年
単位：％）
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下宿が、西千葉・稲毛あたり�

千葉銀行のキャッシュカードを持っている�

千葉大生の恋人を選んでいる�

「合コン」の相手はたいてい学内である�

ジーパンとトレーナーを身につけている�

１コマの授業でも欠かさず出席する�

ディスコに１度もいったことがない�

週に１度は、六本木・渋谷などに行く�

車を持っている�

人目につく髪形や服装をしている�

第２項 千葉大生のアイデンティティ

�１ 千葉大生の自己イメージと実態

千葉大生の自己イメー

ジについては１９８５年の、

実態については１９８５年と

１９８９年の『千葉大生白

書』に調査がある。それ

を示したのが図１―５―２２

ａと 図１―５―２２ｂで あ

る。このうちイメージと

実態の対比可能な１９８５年

をみてみよう。イメージ

の「とても多い」と「か

なり多い」の合計と、実

態を比べてみると、「デ

ィスコに１度も行ったこ

とがない」と「車を持っ

ている」を除くと、他で

はすべてイメージのほう

が実態よりも高い数値を

示していた。

また実態を１９８５年と

１９８９年の２～４年生で比

べてみると、「ジーパン

とトレーナーを身につけ

ている」、「１コマの授業でも欠かさず出席する」、「ディスコに１度もいったことがな

い」が１割ほど増えてる。

�２ 千葉大生のプライド

千葉大生であることに学生はプライドを持っているのか。１９８５年と１９８９年の『千葉

大生白書』は、「自分が千葉大生である」ことをいうときの気持を、Ａ「親戚や知人

図１―５―２２ｂ 千葉大生の実態（単位：％）

図１―５―２２ａ 千葉大生の自己イメージ（１９８５年 単位：％）

第３節 １９８０～１９９０年代の学生の意識
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バイト先の友だち�
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1985 1989

にいうとき」、Ｂ「東京の

有名私立大にいっている友

人にいうとき」、Ｃ「街頭

でテレビのインタビューに

答えるとき」の３つにわけ

て尋ねている。そしてその

回答に、�１「どんなもんだ

い！」、�２「まあ、こんな

とこでしょう」、�３「恥ず

かしながら千葉大です」、

�４「首を絞められても言い

たくない」、�５「某国立大

学です、と言いたい」の５つを用意した。図１―５―２３は、このうち、ＡとＢの場合

で、�１と�２の合計を示したものである。これによると、親戚や知人にいうときは７０～

８０％であるのに、街頭のテレビ・インタビューだと５０～６０％に減ってしまう。とくに

１９８９年だと５０％を割っている。どうも千葉大生であることに誇りを持つ者が減少して

いるようである。

第３項 学生間の人間関係

�１ クラスメイトとの交流欲求

１９８５年と１９８９年の『千

葉大生白書』は、友だち

はどのような人か、とい

う調査を行った（図１―

５―２４ａ）。それによる

と、どちらもクラスの友

だちがもっとも多く、つ

いでサークルの友だち、

高校時代の友だち、他大

学の友だち、アルバイト

先の友だちの順であっ

図１―５―２４ａ 友だち（千葉大生白書 単位：％）

図１―５―２３ 千葉大生のプライド（単位：％）

第５章 千葉大生の生活と意識
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た。サークルの友だちと

高校時代の友だちが、

１９８５年よりも１９８９年のほ

うが、それぞれ１２％と

１０％増えている。

『大学生活実態調査』

でも同様の調査を行って

い る（図１―５―２４ｂ）。

これによると、現在のク

ラスの友だち、小中高校

時代の友だち、学内サー

クルの友だち、教養時の

クラスの友だち、アルバ

イト先の友だちの順であ

った。ただアルバイト先

の友だちは、１９８３・８６・

９３年と増加してきた。

図１―５―２４ｃは、１９８５

年の『千葉大生白書』で

調査した、友だちとの話

題の中心である。それに

よると、遊びの計画がも

っとも多く、ついで異性

やその交際の話が多かった。政治や社会の話は１９．３％にすぎない。

図１―５―２４ｄは、１９８９年の『千葉大生白書』で調査したクラスメイトとの交流欲求

である。これによると、「出会ったらあいさつぐらいはしたい」（７７．０％）、「名前と顔

ぐらい一致できるようになりたい」（７３．９％）、「クラスの名簿はつくりたい」

（６９．９％）、「卒業後もつきあいたい」（６４．８％）、「みんなでそろって卒業したい」

（５５．９％）では、「とても思う」と「かなり思う」の合計が５０％をこえている。しか

し、「試験のとき助けてあげたい」（４４．８％）、「コンパは全員でやりたい」（２５．０％）

では、５０％未満となり、「年に一度クラス合宿したい」（１８．８％）、「たいていの人の出

身高校ぐらいは知りたい」（１８．０％）、「クラスの人の決定的な秘密をにぎりたい」

図１―５―２４ｃ 友だちとの話題の中心（１９８５年 単位：％）

図１―５―２４ｂ 友だち（大学生活実態調査 単位：％）
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酔いつぶれた後輩を介抱してあげた�

サークル・部で技術的な指導をしてあげた�

単位のとりかたを教えてあげた�
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食事・酒をおごってあげた�

1985 1989

10.0 60.050.040.030.020.0

（１３．３％）では、２０％未

満となる。

特に２０％未満となった

のは、クラスメイトのプ

ライバシーにかかわるも

のである。千葉大生は、

クラスメイトのプライバ

シーに立ち入ってまでの

交流を望んではいないと

いうことができる。

�２ 先輩―後輩関係

千葉大生の「先輩と後

輩との親密度」を１９８５年

の『千葉大生白書』と

１９８９年の『千葉大生白

書』をもとに、比較して

みる（図１―５―２５）。

「単位のとり方を教え

てあげた」は５０．０％から

５１．３％に、「サークル・

部で、技術的な指導をし

てあげた」も４１．９％から

４２．１％に微増している。

「酔いつぶれた後輩を介抱してあげた」は３９．２％から３７．０％に、「食事・酒をおごっ

てあげた」も４０．３％から３７．１％に微減している。親密度があまり高くないものでは、

ほとんど変化がみられない。しかし、「アルバイトを紹介してあげた」は２４．７％から

１９．８％に、「進路の悩みをきいてあげた」は２３．６％から１６．６％に、「恋の手ほどきをお

しえてあげた」は２０．０％から１１．２％に減少している。親密度が高いものほど、１９８５年

でも数値が低く、１９８９年になるとそれがさらに低下している。

図１―５―２５ 先 輩 行 動（とても＋わりと 単位：％）

図１―５―２４ｄ クラスメイトとの交流欲求（１９８９年 単位：％）
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とても満足�

（単位：％）�

かなり満足�
半分半分�
あまり満足していない�
ぜんぜん満足していない�

17.2�
�

39.1�
�

8.7�
�

11.4�
�

23.6�
�

�３ 「一気飲み」問題

一方で「先輩と後輩の親密度」が低下しているのに対して、他方でそれを強要する

動きがある。いわゆる「一気飲み」問題である。

本学の一部の学寮では、新入生に対し大量の飲酒を強要する悪習が繰り返されてき

た。１９９４年、学生部と厚生補導委員会・学寮部会はこの因習の廃止に乗り出し、寮の

伝統と自治を盾に学生部の介入に抵抗しようとする一部学生をねばり強く説得した。

その上で、飲酒の強要、とくにいわゆる「一気飲み」は生命の危険を招く蛮行であ

り、法的にも処罰の対象となりうることを指摘して、飲酒の強要・一気飲みの強制の

事実が判明した場合は、加害者の寮生、およびこれを寮行事として実施した寮役員に

対して、厳重な処分（退寮命令を含む）を課する態度で臨むことを、告示により通達

した。度重なる告示にもかかわらず、この悪習はなかなか一掃されるにいたらず、以

後毎年のように指導が繰り返された。

ところが、１９９６年には、不幸にもあるサークルの新入生歓迎行事に際して、１人の

学生が急性アルコール中毒により死亡するという事態が生じた。この際には上級生に

よる飲酒の強要が行われたとはいえないが、学生たちに飲酒の危険に対する認識が十

分でなかった点が、大学による指導上の問題として指摘されなければならない。

第４項 政 治 意 識

図１―５―２６ａは、

１９８５年の『千葉大生

白書』で調査した、

政治への満足度であ

る。「とても＋かな

り満足」が２５．９％、

「半分半分」が３９．１％、

「あまり＋ぜんぜん

満足していない」が

３５．０％であった。

図１―５―２６ａ 政治への満足度

第３節 １９８０～１９９０年代の学生の意識
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図１―５―２６ｂは、１９８５

年と１９８９年の『千葉大生

白書』で調査した、憲法

についての意識である。

「天皇の国家元首化」、

「徴兵制の復活」、「言論

の自由の制限」、「男女平

等をやめる」、「大統領制

の導入」の５項目につい

て反対の意思表示を示し

ている。１９８５年では、

「大統領制の導入」を除

いて、７割をこえてお

り、日本国憲法は千葉大

生に浸透しているといえ

る。１９８９年では、「天皇

の国家元首化」と「大統

領制の導入」を除いてす

べて１９８５年を上まわって

いる。１９８９年といえば、

昭和天皇が亡くなり、

「大葬の礼」が問題とな

った年であったので、そ

れを反映しているのであろう。「大統領制の導入」については、１９８５年でも反対は過

半数に満たず（４５．４％）、１９８９年では３分の１（３２．２％）に減っていた。

図１―５―２６ｃは、１９８５年の『千葉大生白書』で調査した、政党支持である。なんと

「わからない」が１位（３５．０％）、ついで「支持政党なし」が２位（３０．９％）であった

（支持政党計は３４．７％）。支持政党では、自民党が絶対支持率（全調査結果に占める

割合）１８．０％、相対支持率（支持政党計に占める割合）５１．９％でトップであった。つ

いで社会党（絶対７．２％、相対２０．７％）、共産党（絶対３．５％、相対１０．１％）、新自由ク

ラブ（絶対１．９％、相対５．５％）、公明党（絶対１．２％、相対３．５％）、民社党と社民連

（ともに絶対１．１％、相対３．２％）の順であった（その他、絶対０．７％、相対２．０％）。

図１―５―２６ｃ 政 党 支 持

図１―５―２６ｂ 憲法について、つぎの項目に反対（単位：％）
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総理大臣�

国会議員�

知事�

市町村長�

学生自治会会長�

85年2～4年生� 89年2～4年生� 89年1年生�

東京大学での学生の支持政党で自民党が１位になったのが１９７８年であり、若者の保守

化が問題となってから久しい。中曽根内閣のもとで「戦後政治の総決算」がとなえら

れ、保守化がすすんでいた。翌１９８６年７月の衆参ダブル選挙で自民党が大勝し、３００

議席を獲得したことを考えると、この数字も驚くことではない。

図１―５―２６ｄは、１９８５

年と１９８９年の『千葉大生

白書』で調査した、学生

の立候補意欲である。

１９８５年 の２～４年 生 で

は、総理大臣２６．４％、国

会議員２６．２％、知事２１．６

％、市町村長１８．０％、学

生自治会長４．７％で、学

生自治会長がもっとも立

候補意欲が低かった。

１９８９年になると、ますま

す立候補意欲は減退し、２～４年生では総理大臣１６．４％、国会議員１７．２％、知事

１４．７％、市町村長１２．３％、学生自治会長３．５％であり、１年生にいたっては総理大臣

１４．０％、国会議員１４．８％、知事１３．４％、市町村長１２．３％、学生自治会長３．３％であっ

た。身近なもの（学生自治会長）ほど低いのが特徴である。

千葉大生の政治意識をまとめると、今の政治に満足していないが、自分が政治に参

加するのはいやだ、という「お客様」意識と、憲法改正には反対だが、憲法改正を党

の綱領にかかげてきた自民党中心の政治が変わるのもいやだ、という「保守」意識に

なる。このような意識は、この時期の本学学生だけのものではなく、現在の若者に共

通するものである。

第５項 社会運動への関心と参加意欲

�１ 反核・平和運動

図１―５―２７ａは、『学生生活実態調査』で調べた、反核・平和運動への関心であ

る。関心が「ある」と答えた学生は、１９８６年の２３．７％から増え、１９９０年には３７．４％に

達した。しかし、その後は減少し、１９９４年は２６．４％である。一方、関心が「ない」と

図１―５―２６ｄ 立候補意欲（単位：％）
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0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1982

1983
1984

1985
1986

1987
1988

1989
1990

1991

1992

積極的に参加� 機会あれば� 映画（・資料）のみ�
わからない� 参加したくない� 無回答�

答えた学生は、１９８６年の

２２．６％から減少し、１９８９

年には９．９％になった。

しかし、その後は増加

し、１９９４年は１５．２％であ

る。

図１―５―２７bは、同 じ

調査による、反核・平和

運動への今後の参加であ

る。「積極的に参加」と

「機会があれば参加」の

合計は、１９８２年は３４．１％

であったが、その後は減

少し、１９８６年に８．３％に

なってしまう。その後は

増加し、１９９０年に２５．３％

となるが、再び減少し、

１９９２年 は１６．２％で あ っ

た。「映画（・資料）の

み参加」は、１９８２年には

２５．１％であったが、「積

極的＋機会があれば」が

減少するにしたがって増

加し、１９８４～１９８５年は３５．４％に達した。しかし、１９８６年に激減して１４．１％となり、そ

の後再び増加して、１９８９年に２５．３％となった。その後は再び減少して、１９９２年には

１７．４％となった。それに対して「参加しない」は、１９２８年には２８．５％だったが、増加

して１９８６年には６５．０％に達した。その後は減少し、１９８９年に３５．４％となったが、再び

増加して１９９２年には４１．４％となった。

こうしてみると、反核・平和運動への関心と参加意欲は、１９８６年あたりがもっとも

低く、１９９０年前後がもっとも高い。１９８６年といえばチェルノブイリ原子力発電所の事

故が発生した年であり、それまで低下しつつあった反核・平和運動への関心と参加意

思が増加したのかもしれない。また１９８９年末は、「東欧革命」が起きて東欧の社会主

図１―５―２７ｂ 今後の反核・平和運動への参加（単位：％）

図１―５―２７ａ 反核・平和運動への関心（単位：％）
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フロンガス（オゾン）�
地球の温暖化�

森林破壊�
ゴミ�
酸性雨�

緑地の砂漠化�
エネルギー�

原子力発電（放射性物質汚染）�
水質汚濁�

野生動物減少�
海洋汚染�
有害物質�
農薬散布�
排気ガス�

ハイテク汚染�
その他�
無回答�
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

義政権が倒れ、マルタでの米ソ首脳会議が開かれて「冷戦の終結」が宣言された年で

あった。このため、反核・平和運動への関心と参加意欲が低下したのではないだろうか。

�２ 環 境 問 題

環境問題への関心は、

１９９０年からしか調査され

ていないが、前記の反戦

・平和運動への関心と比

べるとはるかに高い。図

１―５―２８ａは、『学生生

活実態調査』で調べた、

環境問題への関心であ

る。これによると、環境

問題への関心が「大いに

ある」と「まあある」の

合計は９０％ちかくあっ

た。「あ る」の 合 計 は

１９９０年が９１．０％ともっと

も高く、１９９２年が８６．８％

でもっとも低い。それに

対して「あまりない」と

「まったくない」の合計

は１０％くらいであった。

図１―５―２８ｂは、同じ

調査による、どのような

環境問題に関心があるか

である。これによると、

半数以上が関心があると答えたのは、１９９０年と１９９２年の両方で、フロンガス（オゾン

層破壊）、地球の温暖化、森林破壊、ゴミ問題の４つであった。しかし全体的には

１９９２年は関心が低くなっており、特に原子力発電所（放射性物質汚染）の比率がとく

に減っていた。これも「冷戦の終結」に関係するのであろうか。

図１―５―２８ｃは、同じ調査による、１９９１年の環境問題への取り組みである。これに

図１―５―２８ｂ どんな環境問題に関心があるのか（単位：％）

図１―５―２８ａ 環境問題への関心（単位：％）
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ゴミの分別�
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ゴミを出さない�
再生紙商品�
有害商品�

アルミ・牛乳�
割箸の不使用�

買物袋・過剰包装�
リサイクル�

水銀電池を商店に戻す�
車の利用�
低公害洗剤�
学習（会）�
環境基金�

行政・企業へ�
その他�
無回答�

よ る と、ゴ ミ の 分 別

（５５．２％）、（汚 染 物 質

を）流さない（３７．５％）、

ゴミを出さない（３２．０％）

とつづいている。関心が

「ある」の合計が９０％ち

かくあったことを考える

と、実行するのは難しい

ということなのであろ

う。それでも、取り組み

が容易なせいか、反核・

平和運動よりも取り組み

はよいと思える。

第６項 大学祭パンフレットに現われた学生の意識

千葉大学祭は、１９６３年にはじ

まる。西千葉地区への大学の統

合がすすみつつあるなかで、そ

れまでの稲毛祭を継承発展させ

るかたちで、この年に第１回の

千葉大学祭が実施されてから、

毎年、学生の手による年中最大

の行事として定着している。

１９８３年、第２０回千葉大学祭の

冊子にその「２０年の歩み」が簡

単にまとめられている。これに

よると、すでに１９６７年第５回当時には、千葉大学祭＝模擬店祭との世評が一般的にな

ったという。それでも、１９６６年第４回以降学生からの公募によって決められるように

なった大学祭の「テーマ」は、「はねかえそう！我らの団結の力で」（１９６８年第６

回）、「築け自治と民主の砦を学問の自由を守る真摯な人間像を」（１９６９年第７回）、さ

らに「仲間よ！嵐の中に立て戦争への道に立ちふさがれ」（１９７１年第９回）など、時

写真１―５―４ 第３６回千葉大学祭（１９９８年１１月）

図１―５―２８ｃ 環境問題への取り組み（１９９１年 単位：％）
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代の政治状況を意識した言葉が

躍っていた。

そのような政治色は年を追っ

て薄れてはいくのだが、それで

も、１９８０年、第１８回「しらけて

ないぞ、我等の未来を切り拓

け！！」に見られるように、

「１９８０年代―困難に敢然として

立ち向かい、それと不屈にたた

かいぬきさえすれば、希望を切

りひらける時代」といった全学

連のスローガンをかかげるとこ

ろからして、学生運動のなごり

がまだ色濃く残っていた。自分

たちの時代を第２の反動攻勢期

図１―５―２９ｂ １９９５年の大学祭パンフレット

図１―５―２９ａ １９８０年の大学祭パンフレット
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と位置づけ、大学祭を自分たちの未来の展望を示す場として考えようとしているとこ

ろもうかがえる。この頃にはまだ、大学祭のマスコットというようなものはなく、冊

子の装丁も凝ったものではなく、「祭」の一字で味気ないものになっている。中身も

レイアウトを重視するより内容に力を入れていることがうかがえる。

１９８５年になると、変化はかなり鮮明にあらわれる。第２３回大学祭は、「内なるリズ

ムを音にして」とのテーマをかかげ、冊子冒頭で学園紛争は過去のものとはっきり宣

言している。しかし同時に、国立大学の学生が共通１次世代と呼ばれ、個性にとぼし

く、自己表現に消極的な人間が多いとの世評に反発しつつ、なにか行動していこうと

いう意欲は見てとることができる。積極的に他者と触れ合いながら自分の考えを修正

し、内なる個性のリズムを大学祭で音（音楽）として表現していこうという意欲のあ

らわれなのだろうか。音という感性に訴える点に、それまでとはちがった特徴があ

る。冊子の構成・内容にも新たな工夫がこらされ、冊子上でのシンポジウムなどが登

場する。さらに冊子の空きスペースに「はみだし大学の音」という学生の声を載せる

スペースができ、一般学生からの投稿が掲載されるようになる。これは情報雑誌『ぴ

あ』の模倣であろうか。第２０回からは、大学祭マスコットも新たに登場してくる。

１９９０年第２８回になると、テーマは「動きだせ！」というなんとも抽象的なものにな

る。傍観者から主役に動きだそうとのアピールではあるが、その内容よりもむしろ、

そのインパクトが重視されるようになる。冊子上でのテーマの文字が異常なほど大き

いのが目につく。マスコット「まっちゃん」が、テーマ・アピールを説明するページ

内に描かれており、以後もくりかえし登場する。冊子の空きスペースでの企画は、こ

の年も継承され、「はみだし性格判断」がとりあげられている。

１９９５年、第３３回になると、テーマは「稀な味がします」と、謳い文句が感覚的に強

調されている。構内の様子や催し、テーマ・アピールを、マスコット「けろりーた＆

けろりーて」の２匹のカエルが、マンガのなかで紹介するという形式を取っている。

稀な大学祭ということで、本部企画も超能力を取り上げたり、推理劇を仕掛けて観客

にトリックや犯人を推理させる参加型の演劇をやったりと変わった企画が増えてきて

いる。冊子自体がまるでちょっとした商業雑誌のように凝ったものになっている。

お わ り に

第５章を終えるにあたって、本学の学生生活を、まとめてみたい。まず、第２節で

あつかった学生生活の物質的側面であるが、それはつぎのようになる。

まず、学生の収入と収支をみると、自宅外生の住居費と、学費の増大がめだつ。自
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宅外生の住居費は、１９８２年と比べると、１９９４年には２．５倍以上になった。また学費に

ついては、１９８０年と比べると、１９９７年には、授業料が３倍以上、入学金は４．５倍にも

なっている。このほとんどが親の負担となるのであるから、千葉大生の親はたいへん

である。

自宅外生の住居については、いわゆる下宿が減少し、アパート・マンションが増え

ている。また、部屋の広さは、４畳半は減少し、６畳が増えている。学生の部屋は居

住環境は改善されているといえるだろう。しかし、これが結果的には住居費を引き上

げ、親の負担を増加させているのである。

部屋にあるモノ、持ちモノなどは、１９８０年代にはあまり大きな変化はないようであ

る。しかし１９９０年代になると、学生が、携帯用の音楽メディア再生装置や、携帯電話

などを持ち歩くようになったので、部屋にあるモノ、持ちモノも大きく変化している

ことだろう。

学生の読書時間と書籍購入金額は、どちらも減少している。１日の読書時間は、

１９８０年代はじめの４５分から、１９９０年には３０分になってしまった。また１ヵ月の書籍購

入金額も、１９８０年代のはじめの３，０００円台から９０年には１，５００円を割ってしまった。

１９９０年代には２，０００円台に回復しているが。これに対して、雑誌、とくにマンガはよ

く読まれているようである。

テレビについては、２位にニュースが入っているものの、お笑い番組が１位、ドラ

マが３位であった。学生は、テレビからも影響を受けており、お笑い番組やドラマが

よく見られているのはやや問題ありというところであろうか。

課外活動については、学生の１０人に６～７人が体育会やサークルに属している。

１９８０～１９９０年代をとおして、体育会に属する学生は漸減しており、代わって、体育会

系サークルが１９８０年代に急増し、その後もその人数を保っている。

つづいて、第３節の１９８０～１９９０年代の学生の意識であるが、それはつぎのようにな

る。

１９８０年代の千葉大生の実態は地味であるといえる。１９８０年代といえば、「新人類」

がもてはやされていた時期であることを考えると、一部を除いて、千葉大生はそのよ

うな流行にはあまり影響されていないようである。また、千葉大生のイメージは、実

態よりもさらに地味であるといえる。

しかし気にかかる点も多い。まず、学生間の人間関係の希薄さがある。クラスメイ

トとの交流欲求も、先輩―後輩関係も、深いものとは言えないようである。大学時代

にできた友人は一生つき合っていけるもの、という認識はもはや古くなってしまった
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のか。親密な人間関係は、学生時代にこそ築かれるのではないだろうか。

また、今の政治に満足していないが、自分が政治に参加するのはいやだ、という

「お客様」意識と、憲法改正には反対だが、憲法改正を党の綱領にかかげてきた自民

党中心の政治が変わるのもいやだ、という「保守」意識、このような千葉大生の政治

意識にも大きな問題がある。現在の日本の繁栄は、民主主義が機能しているからであ

り、学生のこのような態度は結果的には彼らが享受している「豊かな社会」を葬り去

ってしまうのではないかと危惧される。

最後に、大学祭のパンフレットの変化は、現代の若者の変化を如実にあらわしてい

る。最初の文字だらけの硬いテーマアピールから文字が減り、代わってイラストが増

えてくる。言葉からイメージへ、論理から感性への変化である。また同時にマンガで

内容を紹介するという「遊戯性」も見逃せない。しかし、大学は学問の府であり、論

理が重要視される。学生の文字離れと読書量の減少は非常に重大な問題であるといえ

よう。

表１―５―３ａ 『大学生活実態調査』のサンプル数（上段）と比率（下段、単位：％）

回数 １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

年 １９８２ １９８３ １９８４ １９８５ １９８６ １９８７ １９８８ １９８９ １９９０ １９９１ １９９２ １９９３ １９９４

総数 ２８７ ２７３ ２５４ ２７７ ２６６ ２７７ ２３８ １９８ ２４７ ２２５ ２６７ ２０３ ２６５

自宅

生

１６１ １５３ １５２ １８５ １６６ １６３ １５０ １１２ １１７ １１８ １２２ ９９ １３８

５６．１ ５６．０ ５９．８ ６６．８ ６２．４ ５８．８ ６３．０ ５６．６ ４７．４ ５２．４ ４５．７ ４８．８ ５２．１

自宅

外生

１２６ １２０ １０２ ９２ １００ １１３ ８８ ８６ １３０ １０７ １４５ １０４ １２７

４３．９ ４４．０ ４０．２ ３３．２ ３７．６ ４０．８ ３７．０ ４３．４ ５２．６ ４７．６ ５４．３ ５１．２ ４７．９

１・２

年生

１７７ １６０ １３７ １５７ １２１ １５９ １２１ １０６ １２２ １２２ １４９ １１０ １６０

６１．７ ５８．６ ５３．９ ５６．７ ４５．５ ５７．４ ５０．８ ５３．５ ４９．４ ５４．２ ５５．８ ５４．２ ６０．４

３・４

年生

１１０ １１３ １１７ １２０ １４５ １１８ １１７ ９２ １２５ １０３ １１８ ９３ １０５

３８．３ ４１．４ ４６．１ ４３．３ ５４．５ ４２．６ ４９．２ ４６．５ ５０．６ ４５．８ ４４．２ ４５．８ ３９．６

文系
１３９ １３２ １３８ １４０ １２７ １３９ １１８ １０４ １１０ １１１ １３９ １００ ８５

４８．４ ４８．４ ５４．３ ５０．５ ４７．７ ５０．２ ４９．６ ５２．５ ４４．５ ４９．３ ５２．１ ４９．３ ３２．１

理系
１４８ １４１ １１６ １３７ １３９ １３８ １２０ ９４ １３７ １１４ １２８ １０３ １８０

５１．６ ５１．６ ４５．７ ４９．５ ５２．３ ４９．８ ５０．４ ４７．５ ５５．５ ５０．７ ４７．９ ５０．７ ６７．９

男性
２０６ １７７ １６２ １８０ １７４ １８３ １５７ １２７ １６４ １２５ １６２ １１４ １５６

７１．８ ６４．８ ６３．８ ６５．０ ６５．４ ６６．１ ６６．０ ６４．１ ６６．４ ５５．６ ６０．７ ５６．２ ５８．９

女性
８１ ９６ ９２ ９７ ９２ ９４ ８１ ７１ ８３ １００ １０５ ８８ １０９

２８．２ ３５．２ ３６．２ ３５．０ ３４．６ ３３．９ ３４．０ ３５．９ ３３．６ ４４．４ ３９．３ ４３．３ ４１．１
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この章で用いた資料は以下のとおりである。

・千葉大学生活協同組合『学生生活実態調査』（第１８～３０回、１９８２～１９９４年）

・千葉大学教育学部教育社会学研究室『千葉大生白書’８５』（１９８６年）

・千葉大学教育学部教育社会学研究室『千葉大生白書’８９』（１９９０年）

・庶務部、のちに総務部『千葉大学学報』（１９７９～１９９７年）

・学生部『学生生活のために』（１９７９～１９９８年）

・学生部『入学試験に関する調査』（１９７９～１９９６年）

なお、『学生生活実態調査』と『千葉大生白書』については、サンプル数とサンプ

ル比率を表１―５―３ａと表１―５―３ｂに示す。

表１―５―３b 『千葉大生白書』のサンプル比率（単位：％ 合計はサンプル数）

１９８５年 １９８９年 １９８５年 １９８９年

学 年

１ 年 ― ４１．１

学 部

文・法経 １６．５ ―

２ 年 ３７．３ ２１．３ 文 ― ６．６

３ 年 ４３．２ ３１．７ 法 経 ― １４．６

４ 年 １９．５ ５．９ 教 育 ２９．１ ２１．８

性 別
男 子 ６１．５ ５５．７ 理 ７．９ ６．９

女 子 ３８．５ ４４．３ 医 １４．７ ２．０

現 浪 比
現 役 ５３．０ ― 薬 学 ２．１ ４．７

１ 浪 ４７．０ ― 看 護 ２．７ １１．５

サークル

体 育 系 ２３．８ ― 工 １８．４ ２２．３

文 化 系 ２４．７ ― 園 芸 ６．８ ９．７

同 好 会 １９．０ ―

合 計 ９３１ ９４１
教 育 系 ３．２ ―

そ の 他 ２．４ ―

非 入 部 ２３．６ ―
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図１―５―２９ 学部別学生像（１９８５年の『千葉大生白書』より）
薬学部と看護学部がないのは、サンプル数が少なく、学生像が描けなかったからであろう。
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